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八小まちづくり会議のこれまでの経過 

八小まちづくり会議は平成２５年１１月に発足し、今までに以下のように会議を重ねてきました 

 

第 １回 平成２５年１１月７日 規約制定、役員選出、今後の進め方を協議しました。 

第 ２回 平成２６年 ２月６日 
メンバーをグループ分けし、ＫＪ法を用いて、八小校区の地域課題

の抽出作業を行いました。 

第 ３回 平成２６年 ５月８日 
前回の作業から、各グループで出された意見を集約し、自分達がこ

れから話しあう八小校区の地域課題を「地域の防犯」に決めました。 

第 ４回 平成２６年 ８月７日 
前回の会議で決定した「八小地域の防犯」について全員で解決方法

を話し合いました。 

第 ５回 平成２６年１１月７日 

前回の会議で話し合った「八小地域の防犯」についての解決方法に

ついて、八小まちづくり会議としては、どのように解決に向けた活

動をしていくかを話し合いました。 

第 ６回 平成２７年 ２月５日 

「八小地域の防犯」について今まで出された意見をまとめ、八小ま

ちづくり会議は今後地域でそれぞれに活動している防犯活動団体間

のコーディネーターとしての役割を行なっていくことに決めまし

た。 

第 ７回 平成２７年 ６月４日 
八小校区内ではどんな団体により、どんな防犯活動が行われている

のかを情報交換しました。 

第 ８回 平成２７年 ８月３日 

まちづくり会議として、東大和警察署を迎え、子どもたちの夏休み

に向けての防犯講演会を行い地域で防犯活動を行なう際のポイント

について講義いただいた。また、せっかくの機会なので防犯活動を

行なっている各団体にも参加を呼びかけ情報交換会を行いました。 

第 ９回 平成２７年 ９月３日 

前回の防犯講演会についての感想と今後の会議の進め方について話

し合い、結果として八小まちづくり会議は地域の防犯について、防

犯活動を行う団体間をつなげる意味で定期的に情報交換を行い、地

域活動団体の活動を研究していくこととしました。 

第 10 回 平成２７年１２月７日 

平成２８年度はどのような活動をしていくか、方向性を話し合い、

八小校長先生から「八小セーフティ教室」にまちづくり会議として

参加してみては如何かとの提案があり、決定されました。 

第 11 回 平成２８年 ２月４日 

八小セーフティ教室参加に向けての集合時間やまちづくり会議メン

バーと分かるようなジャンバーを着用する等の細かな調整を行いま

した。 

第 12 回 平成２８年４月２７日 
新年度の会員紹介と改めて八小セーフティ教室参加連絡と参加者確

認等を行ないました。 

第 13 回 平成２８年６月１０日 
八小セーフティ教室に「八小まちづくり会議メンバー」として参加

しました。（参加者１１名） 

資 料 



2 

 

八小まちづくり会議は、実はこんな問題点を抱えています。 

 

※以下は皆さんと会議をする際に正副会長と地域担当職員とで事前調整会議を行ったときに出さ

れた意見です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、正副会長と地域担当職員で事前調整会議した結果、今年度の活動の八小セーフティ教室

参加が終了した段階で、会員の皆さんにアンケートで御意見をいただくことにしました。 

 

アンケート調査の対象者は、現在の会員だけでなく、むしろ以前にこの会議に参加された前会員

の方に伺うことも大切ですので、全員に御協力をお願いすることにしました。 

 

 

今後の会議のあり方について、いただいたアンケートを

基に検討させていただきますので、ご面倒でもぜひ、御

回答をお願いします。 

・地域の活動団体の代表者（いわゆる充て職）が参加しているため、地域で行う他の

会議に出ても顔ぶれがいつも同じである。その結果として参加する会議が多くなり

多忙である。 

・通常の会議では、話し合うテーマが決められているところからスタートするが、ま

ちづくり会議は自分たちで会議のテーマ決めから活動するため、何を考えたらよい

かわからない。 

・夜間の会議になることが多く、仕事がない方など参加年齢が偏る。また参加者にと

っても負担である。会議の参加者が毎回少ないのもうなずける。毎回参加者が減り、

少ない人数で会議しても先に進まず「次回また考えましょう」となってしまう。 

・終わりのない会議なのか？ひとつの課題を解決したら、また最初に戻り新たな地域

課題を見つけ出して解決するというプロセスになるらしい。無理やり会議をしてい

るような感じがする。 

・心と心をつなぐという意味でも、直接相手の顔を見て、意見交換ができる場が必要

ではないか。 

・自治会加入率が減り、地域コミュニティが希薄になりつつある昨今、この会議をし

て、すぐに結論が出ないにしても、だからといってやめてしまわず、会議をしなが

ら、コミュニティとはなにかをじっくりと考えていくことも必要なのではないか。 

・一度やめてしまうと再度呼び集めて会議するというのは難しい。 

 

http://putiya.com/html/person/shop_staff01_woman_01_03.html
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八小まちづくり会議アンケート

用紙 

同封した返信用封筒に、このアンケートだけを入れて 
８月２６日（金）までにポストに投函してください。 
協働推進課に直接ご持参くださっても、とても嬉しいです。 

お名前                       

Ｑ：まちづくり会議を続けたほうがよいと思いますか？ 

（どれかひとつを〇で囲む） 

①このまま続けるべきだ    ②会議のやり方を変えて続けるべきだ   

③必要な協議事項があるまで休止でよい  

あなたが①～③を選んだ理由をぜひ聞かせてください。※ ②を選択された場合

には具体的な会議方法をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：まちづくり会議で協議したいテーマがありましたらお聞かせください。 

 

（理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上になります。御協力ありがとうございました。 

いただいた結果を基に正副会長と地域担当職員で調整し結果を御報告したいと思います。 
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